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1 ． はじめに 

視聴映像数の爆発的な増加に伴い，嗜好に合った映像を

見つけることはますます困難になりつつある．この問題へ

の対策の 1 つとして，ユーザの嗜好に合う映像を自動的に

推薦する映像推薦技術が注目を集めている．履歴ベースの

手法は，利用可能な履歴の量が多い場合には効果的な推薦

を行えるが，そうでない場合には推薦精度が低下するとい

う問題がある[1]．これに対し，我々は映像に付与されたメ

タデータ（タグ）のランキングに基づく内容ベースの手法

を提案してきた[2]．この手法は履歴を利用しないため，履

歴の量に関わらず効果的な推薦が可能であるという利点が

ある．しかしながら，タグを利用して推薦するという特性

上，付与されているタグが少ない場合には推薦精度が低下

するという問題があった． 

この問題を解決すべく，本研究では，メタデータに加え

て，映像自体を解析して得られた特徴量を用いた推薦手法

を提案する．動画共有サイトの映像を用いた実験により，

メタデータのみに基づく推薦に比べて提案手法の推薦精度

が良いことを確認した． 

2 ．関連研究 

これまでにも同様の問題に着目し，メタデータ以外の情

報を利用して推薦精度を改善する試みがなされてきている．

外部から得られる情報を利用して精度を改善する試みとし

ては，Wikipedia(注１)の情報に基づいて映像に付与されたタ

グを選定し，Wikipedia のカテゴリに紐付けることにより，

推薦精度を向上させる手法がある[3]．しかしながら，依然

として推薦に利用するメタデータが少ない場合には，精度

が低下してしまうという問題がある． 

本研究に類似する，映像特徴を利用した試みとしては，

Yang[4]らの手法がある．この手法では，テキストに基づ

く類似度に加え，映像全体における色ヒストグラム，動き

の大きさ，カットの頻度，音のテンポに基づく類似度を組

み合わせて映像間の類似度を算出する．実験により，映像

特徴に基づく類似度を組み合わせることによって，推薦精

度が向上できることが示されている．この手法は，映像全

体の映像特徴の平均や標準偏差を算出し，特徴量としてお

り，各映像特徴の時間的変化を考慮していない．これに対

し本研究では，さらに代表シーンの色情報および映像中の

イベントの時間的な変化も分析することにより，推薦精度

を向上する手法を提案する． 

3 ．提案手法 

本研究では，メタデータと映像特徴を組み合わせた推薦

手法を提案する．メタデータに基づく推薦手法には，タグ

ランキングの比較による推薦手法[2]を用いたため，説明は

割愛する．以下では，映像特徴に基づく推薦手法の詳細に

ついて述べる． 

映像推薦では，ユーザの嗜好に寄与する映像特徴を抽出

することが重要である．本研究では，映像の中で印象に残

りやすいと考えられる代表シーンの見た目，および，映像

の雰囲気に関係すると考えられるカットなどのイベントの

構造的な特徴という 2 つの特徴量によって映像を表現し類

似度を算出する．  

 

3.1 代表シーンに基づく類似度算出 

映像には様々なシーンが含まれている．このとき，ユー

ザの嗜好に影響を与える度合いはシーンによって異なると

考えられる．本研究では，長い時間表示されるシーンが映

像の代表的なシーンであるとみなし，時間の長い上位 10

シーンからフレーム画像を抽出し，それらを比較すること

によって映像間の類似度を算出する． 

例えば，ホラーのような怖さを演出した映像には暗いシ

ーンが多く，子供向けアニメなどの楽しい映像にはカラフ

ルなシーンが多い傾向があると考えられる．そこで，代表

シーンの色に基づいて類似度を算出することを考える．具

体的には，画像の L*a*b*表色系を用いた色ヒストグラム

を求め，これを比較することにより映像間の類似度を算出

する．  

映像  と  の代表シーンに基づく類似度         の算

出式を，式(1)に示す． 

           

 

 
    

 
     

    
  

    

   

 
 

 
    

 
     

    
  

    

   

              

ただし，  ,   はそれぞれ  ,   から抽出された画像の集

合であり，     
    

  は  の 番目の画像と  の 番目の画像

の色ヒストグラムの histogram intersection に基づく類似

度である． 

 

3.2 構造的特徴に基づく類似度算出 

嗜好に影響を与える要因の一つとして，映像の雰囲気が

ある．提案手法では，映像の構造的特徴を利用して，これ

を捉えることを試みる．例えば，短時間に多くのカットが

含まれていれば視聴者はスピード感を感じやすいであろう．

そこで， このような映像内に生起するイベントの構造，す

なわち，イベントが映像中のどの位置に，どの程度生起し

ているかを求め，これらを比較することにより映像の類似

度を算出する． 

†日本電信電話株式会社 NTT サービスエボリューション研究所 (注１) Wikipedia, http://www.wikipedia.org/ 
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提案手法では，イベントとしてカット点[5]，音楽区間

[6]，発話区間[6]，テロップ区間[7]を用いる．映像全体を

30 区間に均等分割し，各区間におけるイベントの生起頻

度を各次元の値とする構造的特徴ベクトルを作成する．イ

ベントの正規頻度は，カットの場合は各区間におけるカッ

ト頻度（回/分）を，それ以外の場合は各区間長に対するイ

ベント時間の割合を用いる．構造的特徴ベクトルを比較す

ることにより，映像間の類似度を算出する． 

映像  と  の構造的特徴に基づく類似度         の算

出式を，式(2)に示す． 

                  
    

                    

 

 

     
    

        
     

                                

ただし，  
 ,   

 はそれぞれ，  ,   について作成した，カ

ット点，音楽区間，発話区間，テロップ区間のうち 番目

のイベントの構造的特徴ベクトルであり，   
     

  は

  
 と  

 の L2 ノルム距離である．また，  は 番目のイベ

ントの構造的特徴に対する重みを決定するパラメータであ

る．  

 

3.3 メタデータと映像特徴に基づく推薦映像の決定 

特徴量の計算量を削減するため，メタデータに基づく推

薦リストの上位 100 件に限定して映像特徴に基づく類似度

を算出する．最終的なアイテムの推薦スコアは，メタデー

タ，代表シーン，構造的特徴それぞれに基づく類似度の重

み付き線形和により算出する．評価実験では，実験データ

を用いて学習し，パラメータを決定した． 

4 ．評価実験 

本手法の有効性を検証するため，メタデータのみに基づ

く推薦手法[2]と，提案手法の精度評価実験を行った．デー

タセットとして，動画共有サイトにおける 16,188 本の映

像を利用した．各映像には 1 つ以上のタグおよび 1 つ以上

のコメントが付与されている．本実験ではコメント履歴を

タイムスタンプ順にならべたものを視聴履歴として利用し，

6 本以上の映像を視聴したユーザ 3,135 名を推薦対象とし

た．手法の精度は，各ユーザの 1～5 本目の映像に基づい

て推薦リストを作成し，6 本目を正解映像としたときの，

上位 100 件の平均適合率（MAP）によって評価した．  

実験結果を図 1 に示す．メタデータに基づく推薦手法で

は，比較するタグ数が少ない場合には類似度を正確に算出

することが難しい．そのため，メタデータに基づく推薦手

法は，付与されたタグ数が 1～5 のとき，MAP が 0.0512

と，タグ数が多い場合に比べて低かった．一方，映像特徴

を組み合わせた提案手法は，タグ数が 1～5 のときの MAP

が 0.0704 であり，メタデータのみに基づく推薦手法の精

度を改善できた．タグ数別に見ると，タグ数が少ない場合

ほど提案手法の効果があり，タグ数が 6 以上の場合の推薦

精度についても，メタデータのみの手法と比較して精度が

向上した．提案手法により，タグ数に依らず，雰囲気や編

集のされ方といった特徴が類似している映像を効果的に推

薦できることが期待される． 

5 ．まとめ 

本研究では，メタデータに基づく推薦手法の精度向上を

目指し，メタデータに加え，映像特徴に基づく手法を組み

合わせた推薦手法を提案した．提案手法では，映像の代表

シーンにおける画像の色ヒストグラムおよびカット，音楽，

発話，テロップの構造的特徴に基づいて映像間の類似度を

算出し，メタデータに基づく推薦結果と統合することによ

り，推薦するアイテムを決定する．提案手法の有効性を検

証するため，動画共有サイトの映像を利用した実験を行っ

た．実験の結果，提案手法がメタデータに基づく手法の推

薦精度を改善できることを確認した．今後は，異なる映像

データセットを利用した実験を行い，提案手法の有効性を

検証する予定である． 
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図 1 実験結果 
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